
逗子なぎさホテルは、スイスで

ホテル経営を学び、満州に渡り

満鉄ホテル支配人を努めた

岩下家一
いわしたかいち

子爵が、大正 15 年

（1926）逗子新宿に開業した

本格リゾートホテル。 

逗子のランドマークとして親

しまれたが、老朽化のため平成

元年（1989）惜しまれつつ閉

館し、解体された。 

 

 

 

 

 

逗子なぎさホテルと 

創業者について知りたい 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぎさホテル（と思われる）が登場する作品 

 

『雪を待つ』（『池谷信三郎全集』池谷信三郎 

改造社  918.6 ｲ に収録) 

『神様は風来坊』伊集院静 文芸春秋 ZY 914.6 ｲ 

『時計をはずして』伊集院静 文芸春秋 ZY 914.6 ｲ 

『化粧坂』(『峠の声』伊集院静 講談社 ZY F ｲ に

収録) 

『潮流』伊集院静 講談社 ZY F ｲ 

『ねむりねこ』伊集院静 講談社 ZY 914.6 ｲ 

『アフリカの燕』伊集院静 文芸春秋 ZY 914.6 ｲ 

『なぎさホテル』伊集院静 小学館 ZY 914.6 ｲ 

『父と娘の満州－満鉄理事犬塚信太郎の生涯－』 

小川薫 新風舎 289.1 ｲ 

『逗子』（『神谷美恵子著作集 別巻 人と仕事』 

神谷美恵子  みすず書房 493 ｶ 11 に収録) 

『母』（『菊池寛全集 第３巻』菊池寛   

高松市菊池寛記念館 918.6 ｷ-3 に収録） 

『佐多さんとのつながり』（『精選女性随筆集 10』

中里恒子 文藝春秋 914.6 ｾ 10 に収録） 

『気のながい話』中里恒子 河出書房新社 

ZY 914.6 ﾅ 

『北斗七星－逗葉文芸－第３号』 

北斗七星の会 P F ﾎ 3 

『激動期の日本 逗子を語る』 

元逗子に市立博物館をつくる会 P 213.7 ｹﾞ 

 

 

      

 

図書館探偵 

レファレンス事例 No.3 

2019 年 7 月改訂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『湘南スタイル〈magagine〉Vol.13』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

逗子市立図書館 

046-871-5998 

逗子市に関するレファレンス事例は、逗子市立図書館ホームページで閲覧できます。       

https://www.library.city.zushi.lg.jp 

なぎさホテル 

https://www.library.city.zushi.lg.jp/


資料紹介  
逗子市立図書館の検索結果の一部をご紹介します。 

本の情報 場所 請求記号 

『逗子なぎさホテル物語 復刻改訂版』 

グローブシップ株式会社編著 2019 

底本:『逗子なぎさホテル物語』 2000 

社会環境研究所(筒井光昭編集主幹) 

『逗子なぎさホテル小史』 1985 

株式会社なぎさホテル(社会環境研究所編集・制作)  

2 階 

郷土資料コーナー 

書庫 

P 689.8 ｽﾞ 

Z 68.Z ｽﾞ 

『写真・資料で見る逗子の戦前・戦後』 

 逗子に市立博物館をつくる会編集  

 逗子に市立博物館をつくる会 2005 

 ※ｐ57 写真 40なぎさホテル玄関（昭和 20 年代） 

2 階 

郷土資料コーナー 

書庫 

Z 27.Z ｼ 

P 213.7 ｼ 

『湘南スタイル〈ｍａｇａｚｉｎｅ〉 Ｖｏｌ．１３ 

特集・湘南レトロ－逗子なぎさホテル物語』 

  枻出版社 2003 ※ｐ137-141 

   新連載「湘南ホテル物語第 1 回 逗子なぎさホテル」 

2 階 

郷土資料コーナー 

書庫 

P 291.3 ｼ 

13 

Z 29.Z ｼ 

『Ｗｅ湘南－かまくらからの手紙－Ｖｏｌ．８２』 

かまくら春秋社 1998  

※ｐ65-69 特集記事「逗子なぎさホテルが残したもの」 

書庫 Z 27.Z ｳ 

『ランドマークが語る神奈川の１００年』 

 読売新聞社横浜支局編 有隣堂 2001 

 ※ｐ108-111 「逗子なぎさホテル」 

 ”湘南を代表する建物“に記事と写真 

 2 階 

郷土資料コーナー 

P 213.7 ﾗ 

Z 29.A ﾗ 

『ノスタルジック・ホテル物語－明治・大正・昭和－』 

 富田昭次著 平凡社 2000 

 ※ｐ35,37 海浜リゾートのページに記事とパンフレット 

2 階 

一般 
689 ﾄ 

『あの子のカーネーション』 

伊集院静著 文芸春秋 1989 ※p135-140、ｐ282-293 

   「逗子なぎさホテル」「逗子なぎさホテル・最後の日」 

  「逗子なぎさホテル・最後の海」 

書庫 ZY 914.6 ｲ 

『渚ホテルの朝食』 

 江藤淳著 文芸春秋 1996 

 ※ｐ30-33 幼少時、父親と二人なぎさホテルに泊まった 

  ことを回想したエッセイ 

書庫 914.6 ｴ 

『逗子市史 別編 ２ 考古・建築・美術・漁業編』 

逗子市 1995 

※ｐ468-470 第 4 節 先代逗子市役所となぎさホテル 

  ｐ487-488  第 5 節 現存の洋風建築 

2 階 

郷土資料コーナー 

カウンター 

※小坪・沼間にもあり 

Z 21.Z ｽﾞ 2 

213.7 ｽﾞ 4 

『手帳 ［４］』  手帳の会編集 手帳の会 1984 

 ※ｐ1602-1612 新宿界隈メモ帳～八 なぎさホテル 

   岩下家一についての記載、家系図あり   

2 階 

郷土資料コーナー 

書庫 

Z 05.Z ﾃ 4 

『手帳 ［５］』 手帳の会編集 手帳の会 1986 

 ※ｐ1913-1917 創設者岩下家一と志賀直哉 

2 階 

郷土資料コーナー 

書庫 

Z 05.Z ﾃ 5 

『昭和二十年 第１部３』 

 鳥居民著 草思社 1987 

 ※木戸家のｐ112-113 疎開の項に岩下家一に関する記述 

書庫 210.7 ﾄ 1-3 

『ヨコハマ建築慕情』 

  吉田鋼市著 鹿島出版会 1991 

  ※ｐ216-217 第９章ジャポニズム～ホテル建築 

2 階 

郷土資料コーナー 
Z 52.Y ﾖ 

『志賀直哉全集 第１０巻』 

 志賀直哉著 岩波書店 1984 

 ※ｐ69,112,114 岩下家一と志賀直哉の親交 

書庫 918.6 ｼ 10 

『昭和新修華族家系大成 上巻』 

 霞会館諸家資料調査委員会編纂 霞会館 1982 

 ※ｐ202 岩下家家系図あり。没年昭和 38年 12 月 

2 階 

参考資料 
R 361 ｼ 1 

 


